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手帳を使うことによる利点 

① 医療機関同士が、患者さんの治療経過を共有できるので、より適切な 

診療が可能になります。 

② 診療予定表により、「いつ」「どこで」「どんな」検査や診療を受ければよいかがわかります。 

東京都医療連携手帳運用手順書 患者さん用 

 

東京都では、地域連携クリティカルパス「東京都医療連携手帳」を運用して 

います。「東京都医療連携手帳」（以下、手帳）は、手術・治療を施行した 

専門病院（治療病院）とかかりつけ医が役割を分担して、相互に連携 

しながら専門的な医療と総合的な診療を患者さんに提供することに 

よって、切れ目のない治療を行うためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 手帳をもらった時 

手帳をもらったら、Ｐ3・4 のお名前など、赤枠の各項目へご記入ください。 
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２ 受診するとき 

医療機関を受診する際は必ずこの手帳をご持参ください。 

Ｐ9 以降の診療結果（採血データなど）も基本的にご自身でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  その他 

Ｐ27 以降の「自由記載欄」は、ご自由にご記入ください。 
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